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記　念　講　演

平成２３年度１０月２１日　九州地方治水大会より

演　題　「想定を超える災害に備える」

講　師　 九州大学大学院　工学研究院　教授
島谷　幸宏（しまたに　ゆきひろ）

＜プロフィール＞

・１９５５年　山口県生まれ

九州大学大学院工学研究科修士課程修了

・１９８０年　建設省（山梨県出向）

・１９８２年　建設省土木研究所河川環境研究室長

・２００１年　国土交通省九州地方整備局　武雄河川事務所長

　　　　　　　アザメの瀬　自然再生ほか住民参加型川づくり

・２００３年　九州大学教授

佐渡島のトキ再生プロジェクト、

樋井川流域治水市民会議

＜著　書＞
　水辺空間の魅力と創造（共著）、河川風景デザイン、河川の自然環境の保全と復元、
豊かな川をめざして、エコノロジーによる河川・湖沼の水質浄化、私たちの「いい川・
いい川づくり」最前線（共著）等がある。
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Ｌ１、Ｌ２の議論
Ｌ１：数十年～数百年の災害レベル
Ｌ２：数百年以上の災害レベル

東北の復興に当たっては構造物でＬ１対応で行
う。
河川の豪雨災害においても近年、Ｌ２に該当す
る災害が発生しており、Ｌ１でしか復旧できない
例が起きている。
氾濫のさせ方、避難の在り方などが問われて
いる。
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• 河川・海岸構造物の復旧時の景観検討会

Ｌ１堤防を作るときの、景観配慮の検討会が始まった。

堤防の位置、線形、護岸のデザイン、松林との関係が議
論されている。

・「高さ」の次に「景観」の議論がされていること。（これは
例外である）

・町づくりとの調整が進んでいないこと。

・現状の災害復旧制度で行われており、その規模は長大
であること

・土木学会景観デザイン委員会がバックアップ
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想定外

そもそも科学的に想定できなかったのか？

科学的に想定されているのに、想定しなかったの
か？

「想定外」の事態の発生に対して、柔軟かつ
適切に対応できる能力やシステムを形成して
いなかったということが問題

浸水想定区域：ある確率事象の中での浸水区
域

想定問答集：役人が考えることができることが想
定

土木学会など3学会の声明文では、「われわれ

が想定外という言葉を使うとき、専門家としての
言い訳や弁解であってはならない」

想定外の事象自体に強い仕組み
想定外の事象への対応に強い能力

情報収集

情報の総合化

事象の変化への予想

事象への効果的対応

対応方針の変更対応

人に対する思いやり

河川では超過洪水という概念があり、想定外と
いう概念は、大規模な高潮、津波以外に基本的
にない？
超過洪水に確率概念はあるか？
氾濫が生じたときのことを考えた治水
いわゆる現在の多自然川づくりの一歩先を行く
こと
↓

しかし、これまで行われていないかと言うとそん
なことはない。特に近年、大規模な氾濫が各地
で起きていて、再度災害防止ができない場所も
ある
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治水技術と環境技術が一体化
なるべく堤防を作らない
流れが速くならないように
川をまっすぐにしない
同じ川幅で作らない
川底を平らにしない
護岸と河岸を設計上区別する

多自然川づくり
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A)中流域周辺の地区  

B)内海周辺の地区  

内海から

外水氾濫

河川から 

外水氾濫 

内水氾濫

支流の 

土砂堆積

外水氾濫 
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・心温まる記事が掲載されていましたので全文をご紹介します。
・・・朝日新聞　平成２３年１０月２３日（日）・・・

河川敷　芽吹く希望色
　岩手・大槌で「菜の花プロジェクト」

　津波がさかのぼった岩手県大槌町の大槌川の河川敷に、菜の花の芽が顔を出している。
がれきではなく黄色い花でいっぱいにしょうと、地元の男性が１人で始めた取り組みが共感
を呼び、延べ１万人近くが種をまいた。長い冬を前に、西岸約１キロ、東岸約３００メートルが
緑に彩られている。
　大槌川は津波後、壊れた住宅や車であふれた。近くの金山文造さん（62）は「川が泣いて
いる」と胸を引き裂かれた。震災前は気に留めなかった川が、心から離れなくなっていた。
　５月になって思い出したのは、トラック運転手をしていたころに訪れた青森県横浜町の菜
の花畑。「大槌町にはなんもなくなっちまった。気持ちだけでも消えないよう、ぽつんと
でもいいから明かりをともしてえ」。そんな希望を込めて、川岸を黄色く染める「菜の花プロ
ジェクト」を思い立った。
　河川敷の使用許可を県から得て、ツルハシで少しずつ、がれきを取り除きながら土を耕
した。近所の人や通りがかりのボランテｲアらも手伝ってくれた。
　６月下旬に自宅に泊めた群馬県のボランテｲア男性が、ボランテｲアセンターに取り組み
を紹介したところ、翌日に１０人以上が訪れた。ブログなどを通して広がり、１日で１９０人が
集まったことも。全国から１００キロの種が寄せられた。
　約５ヶ月の間、休んだのは悪天候の３日だけという。来春には花が咲く。金山さんは「あた
り一面が希望の黄色でいっぱいになるまで続ける」と話している。　　　（高橋尚之）

＜全水連便り＞

・今月号は去る１０月２１日福岡市での、九州地方治水大会に先がけて開催された、
九州大学大学院島谷幸宏教授の『記念講演』を、少しでも早く会員の皆様にお届けしたく、
急遽事務当局の福岡県にお願いし、大変貴重な講演資料等をご提供頂き、掲載する事が
出来ました。皆様のお役に立つことと思いますのでどうぞご覧下さい。
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　月　日 曜　日 時　間

4月27日 火 11:00

5月31日 火 13:30

10月13日 木 11:00

10月21日 金 14:30

10月27日 木

11月1日 火 14:40

11月7日 月 15:10

11月9日 水 14:00

11月11日 金 14:45

11月24日 木 14:00

　（注）各地方治水大会の開催内容等については、今後ホームページの「治水」に順次掲載して、皆様に
お知らせいたします。

　月　日 曜　日 時　間

4月25日 火 11:00

5月30日 水 14:00

10月14日 木 11:00

10月下旬～
11月上旬

午後

11月30日 金 14:00

　（注）各地方治水大会の開催会場・開催時間帯等については、今後決定した都度お知らせいたします。

会　　　場

　24年度促進全国大会

（平成２３年１０月２８日現在）

全国治水期成同盟会連合会

　滋賀県（大津市：びわ湖ホール）

　シェーンバッハ・サボー（砂防会館別館）

　鳥取県（鳥取市：とりぎん文化会館ホール）

　愛知県（名古屋市：ウインクあいち）

　※中止となりました。　秋田県（秋田市）

平成２３年度　全水連行事

平成２４年度　全水連行事予定

　広島県

　高知県　四国地方治水大会

　香川県（高松市：かがわ国際会議場）

（平成２３年１０月１４日現在）

全国治水期成同盟会連合会

会　　　場

　東京：麹町会館

　砂防会館別館　特別講演：竹内鳥取市長

　東京：麹町会館

　秋田県（秋田市）

　石川県

　長野県

　兵庫県

　熊本県

　北陸地方治水大会

　中部地方治水大会

　近畿地方治水大会

　中国地方治水大会

　九州地方治水大会

　全水連春期理事会

　第64回通常総会

　全水連秋期理事会

　東北地方治水大会

行　　　事

　23年度促進全国大会

　近畿地方治水大会

　中部地方治水大会

　中国地方治水大会

　四国地方治水大会

　東北地方治水大会

　九州地方治水大会

　全水連秋期理事会

　第63回通常総会

　全水連春期理事会 　東京：麹町会館

　砂防会館別館　特別講演：片田教授

　東京：麹町会館

　福岡県（福岡市：パピヨン24ガスホール）

　シェーンバッハ・サボー（砂防会館別館）

行　　　事
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